
防災の日「もしも」に備える！

－ 毎年9月1日は「防災の日」です －
　「防災の日」は、大正12年9月1日に東京都・
神奈川県・千葉県・静岡県の南関東地方の広い範
囲に甚大な被害をもたらした「関東大震災」の日を
教訓に定められました。政府、地方公共団体などの
防災関係諸機関を始め、広く国民の一人ひとりが台
風、豪雨、洪水、高潮、地震、津波などの災害に
ついての認識を深め、これらに対する備えを充実・
強化することにより、災害の未然防止と被害の軽減
を図ることをねらいとしています。

　

昨
年
の
山
口
県
や
福
岡
県
な
ど
を

襲
っ
た
災
害
（
中
国
・
九
州
北
部
豪
雨
）

や
、
台
風
９
号
に
よ
る
岡
山
県
、
兵
庫

県
に
お
け
る
災
害
は
ま
だ
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
に
お
い
て
も
、

梅
雨
前
線
の
発
達
に
よ
り
断
続
的
に
激

し
い
雨
が
降
り
続
き
、
鹿
児
島
県
と
宮

崎
県
で
は
降
り
始
め
か
ら
の
雨
量
が
所

に
よ
っ
て
８
０
０
㎜
を
超
え
、
６
月
の

降
水
量
第
１
位
の
値
を
更
新
し
ま
し

た
。
こ
の
影
響
で
、
鹿
児
島
県
を
中
心

に
家
屋
浸
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害

が
出
ま
し
た
。

　

ま
た
７
月
、
西
日
本
で
も
発
達
し
た

低
気
圧
と
前
線
の
影
響
に
よ
り
降
り
続

い
た
大
雨
で
、
降
り
始
め
か
ら
最
大 

６
０
０
㎜
を
超
え
る
記
録
的
雨
量
と
な

り
、
人
的
被
害
や
住
宅
損
壊
、
多
く
の

家
屋
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

地
震
災
害
を
は
じ
め
、
梅
雨
時
期
で

の
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
災
害
、
ま
た
こ

れ
か
ら
の
季
節
で
十
分
注
意
が
必
要
な

台
風
災
害
な
ど
は
、
い
つ
起
り
え
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
災
害
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と

は
難
し
く
て
も
、
災
害
に
よ
る
被
害
を

最
小
限
に
お
さ
え
る
こ
と
は
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
「
も

し
も
」
を
想
定
し
た
心
構
え
と
準
備
を

し
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
な
ど
に
よ

る
訓
練
を
実
施
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

家庭や地域で

「もしも」の時に
� 今できること

９月１日は

 「防災」の日

災
害
は
す
ぐ
そ
こ
に
…

（財）消防科学総合センター

出典：総務省消防庁「チャレンジ！防災 48」
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防災の日「もしも」に備える！

　

８
月
１
日
（
日
）、
滋
賀
県
消
防

学
校
（
東
近
江
市
）
で
第
45
回
滋

賀
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
町
ポ
ン
プ
操
法
大
会

を
県
大
会
出
場
チ
ー
ム
決
定
の

「
予
選
会
」
と
し
、
結
果
、
第
１

分
団
チ
ー
ム
が
小
型
ポ
ン
プ
の
部

に
出
場
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
町
代
表
チ
ー
ム
と
い
う
こ
と

で
、
全
団
員
あ
げ
て
の
長
期
の
早

朝
訓
練
を
さ
れ
、
多
く
の
関
係
者

等
の
激
励
を
受
け
て
、
大
会
当
日

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
各
代
表
チ
ー
ム
が
小
型

ポ
ン
プ
の
部
（
19
チ
ー
ム
）、
ポ

ン
プ
車
の
部
（
11
チ
ー
ム
）
に
わ

か
れ
操
法
を
競
わ
れ
ま
し
た
。
日

野
町
消
防
団
の
選
手
の
皆
さ
ん
も

多
く
の
関
係
者
、
消
防
団
員
が
見

守
る
中
、
全
員
が
心
を
ひ
と
つ
に

し
、
精
一
杯
見
事
な
操
法
を
披
露

さ
れ
、
４
位
入
賞
と
い
う
成
績
を

収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
場
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
、

ま
た
、
選
手
を
支
え
ら
れ
た
第
１

分
団
を
は
じ
め
日
野
町
消
防
団
員

の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。
今
後
の
消
防
団
の
取
り
組
み

の
自
信
と
確
信
に
つ
な
が
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

安心をみんなでつくる ～地域ぐるみで防災対策
　災害が発生したとき、交通網の寸断などにより、防災機関が十分に対応できないおそれがあります。
そんなときに頼りになるのが「地域ぐるみの協力体制」です。日頃から地域の防災活動に参加するこ
とが、自分の家族や財産を守ることにつながります。それ以外にも、地域のさまざまな行事（運動会や
お祭りなど）へ積極的に参加し、地域の人々、隣近所同士などの「つながり」をつくっておきましょう。
地域の人と人との「つながり」が災害時に大きな力となります。

災　害　時
人命を守り被害の拡大を防ぐ活動

●初期消火
　出火防止やバケツリレー、消火栓などの初期消火
活動を行う。

●避難誘導
　地域住民を避難場所など安全な場所へ誘導する。
●救出・救助
　負傷者等を救出し、応急手当を行う。
●情報の収集・伝達
　公的機関と連絡を取り合い、情報を伝達する。
●避難所の管理・運営
　避難所の運営管理に携わる。

平　常　時
災害に備えるための活動

●防災知識の普及・啓発
　訓練や講習会を実施し、正しい知識を地域住民み
んなで理解する。

●地域内の安全点検
　地域内の危険箇所や問題点を洗い出し、改善する。
●防災訓練の実施
　自警団や消防団、消防署との合同訓練の実施。
●消防・防災資機材の点検・整備
　可搬式ポンプや消火栓などの点検・整備の実施。
●自警団等の組織化
　地域における自主防災組織の設置。

自主防災組織とは ･･･
　自主防災組織とは、地域の人々が自発的に防災活動を行う組織です。「自分たちの
町は自分たちで守る」という心構えを持ち、災害が起きたときは、まず自分の身を
守り、家族の安否確認、そして隣近所、地域全体の安全を確認できるように積極的
に防災活動に参加し、緊急事態だからこそ発揮できる「地域防災力」をみんなで培っ
ていきましょう。

自 主 防 災 組 織 の 役 割

◆問い合わせ先　総務課　総務担当　☎�6500　有線⑤8963

 

第
45
回
滋
賀
県
消
防
操
法

　
　
　

 

訓
練
大
会
で
４
位
入
賞
！

【出場選手】

  （指揮者）小
こ

林
ばやし

  和
かず

宏
ひろ

さん

  （１番員）濱
はま

崎
ざき

  知
とも

也
や

さん

  （２番員）中
なか

野
の

  賦
やす

秀
ひで

さん

  （３番員）幅
はば

野
の

  宗
そう

介
すけ

さん

  （補助員）岡
おか

　  智
さと

史
し

さん

  　　　　　北
きた

尾
お

  正
まさ

典
のり

さん
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